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微細気泡エアレーションが大腸菌のせん毛運動を抑制する
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　細菌のせん毛は界面への付着およびバイオフィルム形成のために重要な組織であり、せん毛
運動を制御することは細菌の存在状態を制御することにつながる。我々は大腸菌を微細気泡の
エアレーションに曝すことにより、せん毛の形成および運動が抑制されることを明らかにした
ので報告する。
　微細気泡の発生には本研究室で開発した超小型の微細気泡発生装置MiBosを用いた。気泡径
は約10 ～ 50 μmである。粗大気泡の発生（通常エアレーション）には一般的な水槽用散気管
を用いた（気泡径 数mm以上）。これらを用いてM9培地（10倍希釈）に空気を送気して大腸
菌K12を培養し、網羅的遺伝子発現解析、せん毛の電子顕微鏡観察等を行った。また、微細気
泡エアレーションに曝された大腸菌と通常エアレーションに曝された大腸菌をそれぞれチュー
ブに通水し、チューブ内のバイオフィルム形成量を比較した。
　網羅的遺伝子発現解析の結果から、微細気泡エアレーションでは通常エアレーションよりも
せん毛運動に関連する遺伝子群の発現が抑制されていることが示された。そこで透過型電子顕
微鏡で形態観察したところ、通常エアレーションに曝された大腸菌細胞にはせん毛がたくさん
見られたが、微細気泡エアレーションではせん毛が多い細胞は見つからず表現型としてもせん
毛形成が抑制されていることが確認された。また、微細気泡エアレーションに曝された大腸菌
のバイオフィルム形成量は通常エアレーションの半分程度であったことから、微細気泡エア
レーションはせん毛運動を抑制する効果が高かったと考えられた。
　超小型微細気泡発生装置MiBosを用いた微細気泡エアレーションは、遺伝子操作によらずせ
ん毛運動の効果を評価でき、また、薬剤等を用いずにせん毛運動を抑制できる有用な方法であ
るといえる。
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